






























に、ユネスコにより国際標準教育分類（International Standard Classification of Education：ISCED）
が開発された。教育統計の国際的な分類基準である ISCEDは、従来使用されてきた1997年版
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（ISCED1997）に代わり、2011年に改訂された版（ISCED2011）への移行が進められている。今
後はユネスコやOECDによる国際教育統計もこの分類に従い、集計されることになる。


















































































































































































教育プログラム ISCED-Programmes（ISCED-P） 教育達成 ISCED-Attainment（ISCED-A）
0 幼児教育 0 初等教育未満
1 初等教育 1 初等教育
2 前期中等教育 2 前期中等教育
3 後期中等教育 3 後期中等教育
4 高等教育以外の中等後教育 4 高等教育以外の中等後教育
5 短期高等教育 5 短期高等教育
6 学士またはそれと同等の段階 6 学士またはそれと同等の段階
7 修士またはそれと同等の段階 7 修士またはそれと同等の段階
8 博士またはそれと同等の段階 8 博士またはそれと同等の段階
9 どこにも分類されない 9 どこにも分類されない
表３．ISCEDカテゴリー・コード化（２桁目）１
教育プログラム ISCED-Programmes（ISCED-P） 教育達成 ISCED-Attainment（ISCED-A）
0 定義されない 0 定義されない
1 幼児教育開発 1 教育プログラムに不参加
2 初等前教育 2 幼児教育の一部
3 使用されない 3 初等教育の一部（ISCED段階１の修了なし）
4 普通／学術 4 普通／学術
5 職業／専門職 5 職業／専門職
6 系統が特定されない２ 6 系統が特定されない３
7 使用されない 7 使用されない
8 使用されない 8 使用されない
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表４．ISCEDサブカテゴリー・コード化（３桁目）１
教育プログラム ISCED-Programmes（ISCED-P） 教育達成 ISCED-Attainment（ISCED-A）























5 第一学位プログラム－学士またはそれと同等の段階（３－４年間） 5 使用されない
6 長期の第一学位プログラム－学士または修士またはそれと同等の段階 6 使用されない
7 学士または同等のプログラム後の、第二学位または継続学位プログラム 7 使用されない
8 修士または同等のプログラム後の、第二学位または継続学位プログラム 8 使用されない







































































































































































用語の標記 ISCEDでの分類 用語の標記 ISCEDでの分類
幼児教育 ISCED0 短期高等教育 ISCED5
初等教育 ISCED1 学士またはそれと同等の段階 ISCED6
前期中等教育 ISCED2 修士またはそれと同等の段階 ISCED7
後期中等教育 ISCED3 博士またはそれと同等の段階 ISCED8
高等教育以外の中等後教育 ISCED4
　（出所：OECD 2017，p. 19。）




































































































































（出所： The Ministry of Higher Education and Science, The Ministry for Children, 
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